生涯学習としての子育て支援事業とは―保育系短期大学の役割を探って― by 勝間田 明子











まとめて、「子ども・子育て関連三法」と呼び、2015 年 4 月から、この法律に基づく「子
ども・子育て支援新制度」（以下、「新制度」）が施行されたが、各自治体はそれぞれの実
情に合わせた事業計画を策定し、その取り組みをスタートさせている。
　たとえば名古屋市では、2014 年 10 月に「子ども・子育て支援法」第 61 条（市町村子ども・
子育て支援事業計画）に基づき、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制
の確保と、その他の法に基づく業務の円滑な実施を定めた 5 年計画「名古屋市	子ども・

































































































































【講座】0 歳児にこにこクラス 月　10：00 ～ 11：30　　　　　 0 歳児と保護者 要
【講座】1 歳児わいわいクラス 金　10：00 ～ 11：30　　　　　 1 歳児と保護者 要
【講座】ミニ講座 　すくすくタイム内（年に４～５回） 0、1 歳児と保護者 要
































めた午前 9 時に申し込みが殺到し、1 分も経たずに定員を超過することになった。









　ミニ講座とは、「すくすくタイム」（月・水・金の 10 ～ 12 時）の時間帯に設定され、外
部講師を招いて子どもの育ちや保護者自身の子育てに関する悩み・心配事を軽減するよう
な内容を考え、企画するものである。講座の前に「ミニ」と冠した理由は「講座」の持つ

















　このミニ講座は、4 月から 6 月までのすくすくタイムに集う子どもたちを観察し、0 歳
児の活動の姿と 1 歳児のそれとの違いを鑑み、初回は参加者を 0 歳児とその保護者限定、
表２　ミニ講座のプログラム
10：00 開場（→自由遊び）












多く寄せられたため、急遽、予定を繰り上げて 9 月の初旬に 1 歳児の会を設けることになっ






　上に記した経緯で、7、8、9 月に各一回、子どもの対象年齢を「0 歳児のみ（初回：7 月）」、
「0 − 1 歳児混合（2 回目：8 月）」、「原則として 1 歳児、要望があれば 0 歳児も可とする 0
− 1 歳児混合（3 回目：9 月）」としてミニ講座「あかちゃんのお口のためにできること」（7
月、9 月）と「イライラしたくない人のためのお手軽薬膳」（8 月）を開催したが、この 3
回を通して次の 3 つの重視すべきポイント、①ネーミング、②タイミング、③保護者の個
別性、に気づくことができた。




















う意識を持った 0 歳児の保護者の申込を予想し、0 歳児の保護者の方が多く参加すること
を見込んでいたが、すくすくタイムに集う保護者の大半は「現在の子どもとの生活」に気
持ちが向いており、数カ月先のことに対する具体的なイメージが持ちにくいということ、
























































献」である。対象は、0-1 歳児とその保護者（各回 20 組以内）、時間は 10:00 ～ 11:30 の
1 時間半、実施回数は年間 10 回。会の企画・準備は教員 2 名と専攻科 1 年生 5 名によっ
ておこなわれた。この「あかちゃん広場」の理念およびその実践を通した学びについて
は、拙稿「子育て支援広場における実践的学び」（『名古屋柳城短期大学紀要　第 38 号』、
pp.177 − 184、2016 年）を参照のこと。
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　本稿では、子育て支援が必要とされる理由やその原理について整理した上で、
保育者養成に携わる短期大学が子育て支援をおこなう意義と目的について検討し
た。それらを大別すると、①地域社会の知の拠点として地域社会へ教育資源を還
元するため、②保育者養成校として学生に子育て支援の実践的な学びを提供する
ため、③教育・研究機関として子育て世帯の実際をふまえた子育て支援事業のモ
デルケースを創出するため、の 3 つにまとめられる。
　そして現在、短期大学で実施している子育て支援事業「すくすく広場」でのミ
ニ講座について紹介し、その企画・運営を通して浮かび上がってきた短期大学の
使命について考察した。それは、①学校を地域に開き、子育て支援の取り組みを
生涯学習の観点から位置づけていくことであり、②個人の学びが学び合い支え合
う喜びに発展するように働きかけていくことである。そういった目的や使命を中
核とする実践を積み重ねていくことで、子どもの生活がより文化的で豊かなもの
になると考えられる。

